
● 

電
力
需
要
と
と
も
に
伸
び
る
イ

ン
ド
の
石
炭
輸
入

　

イ
ン
ド
で
は
急
速
な
経
済
成
長
と
と

も
に
電
力
需
要
が
伸
び
続
け
て
い
る
。

図
1
が
示
す
と
お
り
、
電
力
の
必
要
量

に
対
し
て
供
給
が
一
〇
％
程
度
不
足
す

る
状
態
が
続
い
て
お
り
、
発
電
能
力
の

向
上
が
需
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

図
2
は
イ
ン
ド
の
発
電
能
力
（
自
家

発
電
分
を
除
く
）を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
別
・

所
有
主
体
別
に
表
し
た
も
の
だ
が
、
こ

こ
か
ら
発
電
能
力
の
半
分
強
が
石
炭
で

満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二

〇
一
〇
〜
一
一
年
度
に
は
イ
ン
ド
全
体

で
六
億
九
三
七
〇
万
ト
ン
の
石
炭
が
消

費
さ
れ
た
が
、
そ
の
七
割
以
上
は
発
電

に
用
い
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

イ
ン
ド
の
推
定
石
炭
埋
蔵
量
は
褐
炭

も
含
め
る
と
三
二
六
七
億
六
〇
〇
〇
万

ト
ン
（
二
〇
一
一
年
四
月
時
点
）
で
あ

り
、
年
間
使
用
量
の
四
七
一
倍
に
達
す

る
（
参
考
文
献
②
）。
し
か
し
近
年
は

石
炭
輸
入
が
増
え
て
お
り
、
イ
ン
ド
は

中
国
・
日
本
・
韓
国
に
次
ぐ
世
界
第
四

位
の
石
炭
輸
入
国
と
な
っ
て
い
る
（
参

考
文
献
⑪
）。
図
3
が
示
す
よ
う
に
一

九
九
〇
年
代
末
ま
で
は
輸
入
の
大
半
が

鉄
鋼
生
産
に
使
う
原
料
炭
（
コ
ー
ク
ス

用
石
炭
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
イ
ン
ド

産
の
石
炭
が
水
分
や
灰
分
を
多
く
含

み
、
コ
ー
ク
ス
生
産
に
適
さ
な
い
た
め

で
あ
る
。
し
か
し
近
年
は
発
電
所
の
燃

料
に
使
わ
れ
る
一
般
炭
の
輸
入
も
急
速

に
増
え
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
国
内

生
産
の
停
滞
が
あ
る
。
石
炭
採
掘
に
と

も
な
う
環
境
破
壊
に
対
す
る
意
識
の
高

ま
り
等
が
新
規
炭
鉱
開
発
を
阻
ん
で
い

る
の
だ
。
ま
た
、
石
炭
生
産
が
イ
ン
ド

石
炭
公
社
（C

oal In
d
ia L
im
ited

）

を
は
じ
め
と
し
た
公
有
企
業
に
支
配
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
経
営
が
非
効
率

的
で
あ
る
こ
と
も
理
由
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
（
参
考
文
献
③
）。
生
産
の
停
滞

を
受
け
て
政
府
は
一
九
九
三
年
に
一
般

炭
の
輸
入
を
自
由
化
し
、
関
税
率
を
段

階
的
に
引
き
下
げ
て
き
た
。

　

こ
う
し
て
急
速
に
伸
び
は
じ
め
た
石

炭
輸
入
ビ
ジ
ネ
ス
に
う
ま
く
食
い
込
ん

だ
の
が
、
ゴ
ー
タ
ム
・
ア
ダ
ニ
率
い
る

ア
ダ
ニ
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。同
グ
ル
ー

プ
の
商
社
部
門
で
あ
る
ア
ダ
ニ
・
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
は
イ
ン
ド
が
輸
入
す
る

一
般
炭
の
約
半
分
を
扱
っ
て
い
る
（
参

考
文
献
④
）。
同
社
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
二
〇
〇
五
年
に
は
三
九
四
万
ト
ン

に
過
ぎ
な
か
っ
た
同
社
の
石
炭
輸
入
量

は
二
〇
一
一
年
に
は
三
一
四
八
万
ト
ン

に
膨
ら
ん
で
い
る
（
参
考
文
献
①
）⑴
。

港
湾
イ
ン
フ
ラ
会
社
で
あ
る
ア
ダ
ニ
・

ポ
ー
ト
・
ア
ン
ド
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
お
よ
び
電
力
企
業
の

ア
ダ
ニ
・
パ
ワ
ー
と
合
わ
せ
る
と
、
二

〇
一
一
年
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
全
体
の

売
上
高
は
六
〇
億
ド
ル
（
約
四
八
〇
〇

億
円
）に
上
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
・
フ
ォ
ー

ブ
ス
誌
の
二
〇
一
二
年
版
長
者
番
付
に

よ
る
と
、
ゴ
ー
タ
ム
・
ア
ダ
ニ
は
全
世

界
で
第
一
八
九
位
、
イ
ン
ド
人
と
し
て

は
第
一
一
位
の
資
産
を
持
つ
大
富
豪
で

あ
る
。

● 

港
湾
を
巧
み
に
利
用
し
た
貿
易

ビ
ジ
ネ
ス

　

ゴ
ー
タ
ム
・
ア
ダ
ニ
は
一
九
六
二
年
、

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
市

の
織
物
商
人
の
家
に
生
ま
れ
た
。
十
代

で
単
身
商
業
都
市
ム
ン
バ
イ
に
移
り
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
数
年
従
事
し

た
の
ち
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
ア
ー

メ
ダ
バ
ー
ド
で
貿
易
会
社
の
ア
ダ
ニ
・

エ
ク
ス
ポ
ー
ト
（
二
〇
〇
六
年
に
ア
ダ

ニ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
名
称
変
更
）

を
立
ち
上
げ
た
。
一
九
八
八
〜
八
九
年
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図1　インドの電力需給状況

（出所）Central Electricity Authority, Annual Report 2009-10; Central 
Electricity Authority, Load Generation Balance Report 2011-12.
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図2　エネルギー源・所有主体別の発電能力
（2011年11月30日時点）

（出所）Ministry of Power, Annual Report 2011-12.
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介
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度
に
は
年

商
二
二
〇

〇
万
ル

ピ
ー
（
当

時
の
為
替

レ
ー
ト
で

約
二
億

円
）
に
過

ぎ
な
か
っ

た
同
社

は
、
二
〇

〇
三
〜
〇

四
年
度
に

は
年
商
一
四
億
ル
ピ
ー（
約
三
四
億
円
）

に
達
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑨
）。

　

ア
ダ
ニ
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
は
、グ
ジ
ャ

ラ
ー
ト
州
の
辺
鄙
な
地
方
港
湾
を
通
じ

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
等
を
輸
入
す
る

こ
と
で
業
績
を
伸
ば
し
た
（
参
考
文
献

⑧
）。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
の
イ
ン
ド

で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
の
輸
入
関
税

が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
税
関
の

監
視
が
甘
い
地
方
港
湾
を
使
え
ば
輸
入

貨
物
の
価
額
を
容
易
に
過
少
申
告
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
⑵

。
一
九
九

九
年
に
は
ゴ
ー
タ
ム
の
弟
で
あ
る
ラ

ジ
ェ
シ
ュ
・
ア
ダ
ニ
が
石
炭
輸
入
に
絡

む
関
税
逃
れ
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
て
い

る
（
参
考
文
献
⑤
）⑶
。

　

貿
易
活
動
で
稼
い
だ
ゴ
ー
タ
ム
・
ア

ダ
ニ
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
港
湾

ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
し
た
。
イ
ン
ド
亜
大

陸
西
端
の
カ
ッ
チ
湾
に
面
す
る
ム
ン
ド

ラ
と
い
う
漁
村
に
大
規
模
な
港
と
経
済

特
区
（
Ｓ
Ｅ
Ｚ
）
用
の
施
設
を
建
設
し

た
の
で
あ
る
。
同
港
を
運
営
す
る
ム
ン

ド
ラ
・
ポ
ー
ト
・
ア
ン
ド
・
ス
ペ
シ
ャ

ル
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
（
二
〇
一
二

年
に
ア
ダ
ニ
・
ポ
ー
ト
・
ア
ン
ド
・
ス

ペ
シ
ャ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
に
名

称
変
更
）
は
、
二
〇
〇
八
年
に
ス
ズ
キ

自
動
車
の
大
規
模
輸
出
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

誘
致
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。
二
〇
一
〇

年
に
は
世
界
最
大
級
の
石
炭
専
用
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

　

ア
ダ
ニ
・
グ
ル
ー
プ
は
イ
ン
ド
国
内

の
他
の
港
で
も
石
炭
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
建
設
し
、
二
〇
一
一
年
に
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
北
東
部
の
石
炭
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
買
収
し
た
。
更
に
二
〇
〇
八
年
か
ら

二
〇
一
一
年
に
か
け
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
炭
鉱
を
獲
得
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
投
資
が
実
り
、
ア

ダ
ニ
・
グ
ル
ー
プ
は
イ
ン
ド
の
一
般
炭

輸
入
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
大
き
な
シ
ェ
ア
を

握
る
に
至
っ
た
。

●
次
の
狙
い
は
発
電
事
業

　

ゴ
ー
タ
ム
・
ア
ダ
ニ
が
次
に
狙
う
の

は
発
電
事
業
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
企
業

の
ア
ダ
ニ
・
パ
ワ
ー
は
ム
ン
ド
ラ
に
四

六
二
〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
石
炭
火
力
発
電

所
を
建
設
中
で
あ
り
、
そ
の
一
部
は
二

〇
〇
九
年
に
稼
働
を
始
め
て
い
る
。
マ

ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
南
部
の
テ
ィ
ロ

ダ
に
も
三
三
〇
〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
発
電

所
を
建
設
中
で
あ
る
。

　

民
間
発
電
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
タ
タ
・
パ

ワ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
大
企
業
が
先
行

し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
政
府

か
ら
国
産
石
炭
を
安
く
割
り
当
て
ら
れ

る
代
わ
り
に
、
電
力
を
低
い
単
価
で
州

政
府
の
配
電
公
社
に
供
給
す
る
義
務
を

負
っ
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
石
炭

の
国
内
生
産
は
現
在
停
滞
し
て
い
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
発
電
所
の
一
部
は
稼
働

率
を
下
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
陥
っ

て
い
る
。

　

ア
ダ
ニ
・
パ
ワ
ー
の
ム
ン
ド
ラ
発
電

所
は
主
に
輸
入
石
炭
を
使
っ
て
い
る
た

め
発
電
コ
ス
ト
は
比
較
的
高
い
が
、
電

力
の
供
給
条
件
に
つ
い
て
政
府
の
束
縛

を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
発
電
量

の
多
く
は
イ
ン
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
引
所

（In
d
ian
 E
n
ergy E

xchan
ge

）な
ど

の
ス
ポ
ッ
ト
市
場
で
売
ら
れ
て
い
る
た

め
、
単
位
あ
た
り
の
収
入
は
高
い
（
参

考
文
献
⑩
）。

　

イ
ン
ド
国
内
の
石
炭
生
産
が
停
滞
を

続
け
れ
ば
、
ア
ダ
ニ
・
グ
ル
ー
プ
は
石

炭
輸
入
で
儲
か
る
ば
か
り
で
な
く
、
発

電
市
場
で
も
シ
ェ
ア
を
伸
ば
す
こ
と
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
は
イ
ン
ド
の
経
済
成
長
を
制
約
す
る

最
大
の
要
因
の
ひ
と
つ
だ
が
、
ゴ
ー
タ

ム
・
ア
ダ
ニ
に
は
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
を

提
供
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
く
ぼ　

け
ん
す
け
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

在
デ
リ
ー
海
外
研
究
員
）

《
注
》

⑴
政
府
統
計
に
よ
る
と
イ
ン
ド
の
二
〇
一

〇
〜
一
一
年
度
に
お
け
る
一
般
炭
輸
入
量

は
四
九
四
三
万
ト
ン
で
あ
っ
た
（
図
3
）。

し
か
し
民
間
調
査
会
社
の
エ
ム
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
七
五
五
〇
万
ト
ン

が
輸
入
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑦
）。

⑵
ア
ダ
ニ
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
は
輸
出
貨
物

の
価
額
を
過
大
申
告
す
る
こ
と
で
、
輸

出
企
業
向
け
の
輸
入
関
税
減
免
制
度
を

悪
用
し
た
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
参

考
文
献
⑧
）。

⑶
ラ
ジ
ェ
シ
ュ
・
ア
ダ
ニ
は
二
〇
一
〇
年
に

も
関
税
逃
れ
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
て
い

る
（
参
考
文
献
⑥
）。
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図3　インドの石炭輸入量

（出所）Ministry of Coal, Annual Report, various issues.
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